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個別決算における特別損失の計上 

および 2024年３月期個別業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 当社は、個別決算における特別損失を計上するとともに、2024年２月６日に公表した 2024年３月

期通期個別業績予想と本日公表の実績値との差異について下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１．個別決算における特別損失の計上について 

   米国グアムの当社 100％出資の連結子会社ＳＴＫ ＰＡＣＩＦＩＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

において、事業環境から今後の事業の見通しを慎重に検討した結果、撤退することを決定しまし

た。これにより関係会社株式評価損 43百万円および関係会社貸倒引当金繰入額 430百万円を特別

損失として計上いたしました。 

なお、個別決算における関係会社株式評価損および関係会社貸倒引当金繰入額は、連結決算上

消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

２．2024年３月期通期個別業績予想と実績値との差異 
                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 88,000 4,400 3,030 83.08 

実績値（Ｂ） 83,705 3,782 2,087 57.25 

増減額（Ｂ－Ａ） △4,295 △618 △943 ― 

増減率（％） △4.9％ △14.0％ △31.1％ ― 

（ご参考）前期実績 

（2023 年３月期） 
87,676 2,400 1,028 28.04 

 

３．差異の理由 

   売上高については、工事受注および舗装資材製造販売事業は順調に推移しているものの、一部 

  の工事の進捗が遅れていること等により当初想定を下回る結果となりました。 

   利益については、完成工事高および舗装資材製造販売事業における出荷数量の減少等により 

経常利益が当初想定を下回る結果となり、また、上記「１．個別決算における特別損失の計上につ 

いて」に記載の特別損失を計上したこと等により、当期純利益においても当初想定を下回る結果と 

なりました。 

 

以 上 


